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はじめに
　
本稿では、凌霄文庫の所蔵資料に基づきながら、那波蜆北（一八二七～
一八九九）の作品四篇を紹介する。蜆北は、阿波藩の藩儒を勤めた那波魯堂（ 七二七～一七八九）から数えて四代目の人であり、後に京都大学で東洋史学を講ずる那波利貞（注①）の実父でもある（魯堂―網川―鶴峯―蜆北―利貞。網川と蜆北とは養子） 。　
一般に那波家の人たちは自己の作品を梓に上せることが少なく、蜆北の
場合は、これまで僅かに四篇しか残されていないとされてきた（文献③、二六九頁） 。　
①贅庵詩鈔序（ 『贅庵遺稿』巻首収）
　
②卞和木像記（神河庚蔵『阿波国最近文明史料』一五二頁）
　
③夏山浴雨図（七絶 首、同一五八頁）
　
④鳴門（七絶一首、岩村武男氏編『鳴門市史別巻』八〇九頁）
①は、 《行論は堂々として、文辞もよく暢達している》と評され、②も《軽妙な才筆は三嘆に価する》と称賛されている。そしてその本文 、①については前半部分が書き下し文の形で紹介され、②③④については全文が、
原文と書き下し文との形で掲げられている。　
ところで、凌霄文庫所蔵の資料には、それら以外の作品が、少なくとも
四篇見出される。　
⑴
 「序」藤岡真香『樵風楼詩稿』 （曾孫・藤岡成人編
　
明治二十五年刊）
　
⑵「凝洲橋本先生七十寿序」 『祝寿編』 （明治十四年序）
　
⑶
 「虎皮説」 『嚶鳴詩文』第十集（伊坂淑人〔柳処〕編輯
　
武市秋香出版
　
明治十二年刊） 〔奥付には「明治十一
　
月
　
日出版御届」とあるが、
附録直前の本文末尾に「明治十二年三月」とある〕
　
⑷「龍説
　
二」同右「附録」
　
以下では、これらの作品について、凌霄文庫所蔵資料の紹介の一斑とし
ての意味合いをも込めながら、その中味を見て行く（原 共に、訓読文と訳文をも添えた。また、ごく僅かながら語注を掲げ、参考に供した。もとより試案 域を出ない。博雅のご批正を冀う） 。それによって、この儒者をめぐる基礎的な資料を、少しでも増し加えておこう いうのが、本稿のねらいであ 。　
なお、ここで取り上げる『樵風楼詩稿』 『祝寿編』 『嚶鳴詩文』は、いず
れも「阿部有清・歿後百二十年展」の展示資料となったも でもある（文
四国大学紀要，A 51：103－115，2018
Bull.SkikokuUniv.A 51：103－115，2018
資
　
料
那波蜆北の作品四篇　　　
――阿部有清・歿後百二十年展への解説補遺を兼ねて――

田
　
中
　
敏
　
生
一〇四
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献⑤参照） 。その意味で本稿は、この企画展への解説の補遺をも兼ねる。　　　
一
 「序」 ：藤岡真香『樵風楼詩稿』
　
凌霄文庫所蔵資料に見出される蜆北作品の第一は、藤岡真香『樵風楼詩
稿』の序文である（ 『樵風楼詩稿』には詩稿の作者名を「藤岡真
薌
」と記
すが、管見の限りでは、この号はここだけにしか見えず 通常よく見かけるのは「真香」 「方閑」など である） 。　
藤岡真香（文政八年～明治二十四年：一八二五～一八九一）は阿波藩の
医師であったが、詩をよくし、絵にも秀でていた。彼の師でもあり詩友でもあった橋本晩翠 七十 迎えたとき、彼は「喬松独立図」の筆を執 、かつその題詩をも詠んだ（後掲『祝寿編』 ） 。真香は特に山水画が得意であり、彼の描く絵は《日数をかけた作品が多く非常に精妙》であったとされる（文献②、六九頁） 。 『樵風楼詩稿』は、明治二十五年に 彼 曾孫・藤岡成人が遺稿を集めて梓に上せたものである。蜆北の序文のあとに 「涵泳風騒」 の題辞が り、 「明治辛卯七月
　
古梅巌谷修題」の署名がある（明治辛卯は明治二十四年であ
り、真香の歿年に等しい。揮毫者の巌谷修は書家・巌谷一六〔一八三四～一九〇五〕であり、童話作家・巌谷小波の父親でも る） 。ま それ 次いで「真香藤岡先生之像」として肖像画を載せる。　
蜆北の序文は次のようなものである。末尾に見える「韋」は蜆北の名で
ある。【本文】 （正漢字を新漢字に改めた。句点引用者）　
詩文之伝不伝固非作者之所期。而或有若天使之然者 真香藤翁専以詩画
為楽。没後門人刻其詩若干首。将以頒翁旧友知己。翁親友中知翁者莫過余。余料翁之高尚。必当無意於伝其詩 此集不期而成。是非所謂天使之然 乎
余与翁同隠於市。毎相会深夜青灯劇談大笑。興尽而散。以是為一楽事。今翁不可復見。而此集永伝於余。不得不喜。雖然不知翁者或以翁為求名刻其詩之徒。故余言其不然以告読此集者　
明治廿四年十二月



那波韋撰
【訓読文】　
詩文の伝はると伝はらざるとは、固より作者の期する所に非ず。而して
或いは天の之をして然らしむるが若き者有らむ。真香藤翁は専ら詩画を以て楽しみと為す。没後、門人其の詩若干首を刻し、将に以て の旧友知己に頒たむとす。翁の親友中 翁を知る者、余に過ぐるは莫し。余、翁の高尚を料るに、必ず当に其の詩を伝ふるに意無かるべし。此の集、期せずして成る。是れ所謂る天の之をして然らしむる者に非ざるか 余、翁と同に市に隠る。毎に深夜の青灯に相ひ会 劇談大笑し、興尽きて散ず 是を以て一の楽事と為す。今、翁復た見ゆ可からずして、而も此の集、永く余に伝はるは、喜ばざるを得ず。然りと雖も、翁を知らざ 或いは 翁を以て名を求め 其の詩を刻するの徒と為さん。故に余、其の然ら を言ひて、以て此の集を読む者 告ぐ。　
明治廿四年十二月



那波韋撰
【訳文】　
詩文が後世に伝わるか伝わらないかは、固より作者の意のままにな も
のではない。もしかすると 運命がそうさせ ということがあるかも れない。真香・藤岡氏は、専ら詩と画を以て楽しみ なし 。彼 亡くなったあと、門人たちは、その詩若干首を版に刻んで、翁の旧友知己に配ろうとし 。翁の親友のうち 翁 ことを最もよく知ってい は私である。私は、翁の心が高潔であることを考え 決して詩を後世に伝えたいなどというつもりはなかったに違いないと思う。この集は思いがけずできあ
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一〇五
がった。これこそ、先に言った、運命がそうさせるということではないだろうか。私は、藤岡氏といっしょに町中でひっそりと暮らしていた。いつも夜更けの青い灯の下で会っては、盛んに語り大いに笑い、感興が尽きると解散した。それが一つの楽しみだったのだ。今、翁には二度と会うことができないが、しかもこの集が永く私 残されているのは、喜ばずにはいられない。しかしな ら、翁を知らない人は、もしかす と、翁は名前を売りたくてその詩を版行する輩だと思うかも知れない。それ 私は、そうではないことを言って、この集を読む者に告げるのである　
明治廿四年十二月



那波韋撰
　
はじめにも記したように、彼は贅庵の詩を集めて序文を草していたが、
ほかにもこのような文章のあったこ が知られる。趣意 真香藤岡先生の売名者流に非ざるを言う点に る 、市隠大笑の挿話からは日頃の二人の交友のありさまが偲ばれる。真香という人は、 『詩稿』 ら受ける印象の限りでは、かなり内向的な人だったのでは かと想像され が、 うした款語のひと時があったことは、読む者にとっ も なにがし の慰めになろうかと思われる。　
なお、 『詩稿』末尾には、岡本斯文（一八四三～一九一九）による跋文
が添えられている。やや文意の取 くい所もあるが、参考ま に原文を掲げる（句点は原文） 。　
吟咏原雅事。今変為俗事。葢古人唯述己意。不求人知。而評人之詩。必
細心求其実。不敢作溢美之語。今人往々微才不自揣。得一篇。必求人知。又欲以買誉。乃於人詩。直比之珠璣（注②）錦繍。以先取悦。其鄙俗甚于市人矣。可歎哉 独藤岡方閑翁。胸次卓超 淡然自守 其詩錬字霊警。音節鏗鏘。而未曽求聞。有人乞正。則反覆検点。一字不苟。是幾与古人同趣
矣。余常矜式焉。頃者翁曽孫成人。抄録遺稿。請跋于余。近時売殳袒詩文。欲以殖財者多矣。而成人不然。唯供翁之知友門人之清玩而已。則其雅淡。亦幾与翁同。乃欣然援筆書之。　
明治二十五年二月
　　
辱知
　
岡本斯文
　
真香やその曽孫・成人氏の人柄が誠実であることを述べたものとして受
け止められよう。やや道学先生ふうの固さも感ぜられるが、趣意の帰するところは蜆北の序文と同じだと見てよいであろう　　　
二
 「凝洲橋本先生七十寿序」 ： 『祝寿編』
　
凌霄文庫所蔵資料に見出される蜆北作品の第二は、 『祝寿編』 （明治十四
年自序）に寄せられた「凝洲橋本先生七十寿序」である。 『祝寿編』は、阿波藩の藩儒であった橋本晩翠 （凝洲。一八一二～一八八七） の古稀を祝って編まれた作品集 ある （注③） 。漢詩文ばかりでなく、和歌や俳句も収め、贈られた絵の目録も添えられている。はじめに自祝の詩十首があり、次いで藤岡真香の七絶五首（彼の画いた「喬松独立図」の題詩）と、井上不鳴の七律一首（彼 画いた「凝叟肖像」の題詩 とが配され、蜆北のは三番目に見える。彼らは最も親交の深かった人たちなのであろう。　
次に蜆北の文章を掲げる（句点原文。ただし「、 」を「。 」に改めた） 。
便宜三段に分かって見て行く。【本文（第一段） 】　
寿而精明強固者。其寿可祝矣。雖寿或有疾於耳目四体。而蠢々然僅存者。
何足祝哉。而非注意於摂生之道。則寿与精明強固。不可得兼。余聞摂生之道。以不労心為最要。故寿而精明強固者。少於営々名利者。而多於澹泊寡欲者。生有強弱。命有短長。人固不可不講摂生之道。以躋万寿無疆之域也。
一〇六
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凝洲橋本先生今年七十。其精明強固。無減壮年。風月必賞。勝区必遊。澹泊寡欲。不営々於名利。而自適於韻事。以致其寿。乃余所謂可祝之寿也。【訓読文（第一段） 】　
寿（いのちなが）くして精明強固なる者は、其の寿き、祝ふ可し矣。寿
しと雖も、或いは耳目四体を疾みて、蠢々然として僅かに存する者有り。何ぞ祝ふに足らんや。而れども、意を摂生の道に注ぐに非ざれば、則ち寿きと精明強固とは、得て兼ぬべからず。余、摂生の道を聞く 心を労せざるを以て最要と為す。故に寿くして精明強固なる者は、名利に営々たる者に少なく、澹泊寡欲なる者に多し。生に強弱有り、命に短長有り。人固より摂生の道を講じて、以て万寿無疆の域に躋らざるべからざる也。凝洲橋本先生、 今年七十。其の精明強固 壮年に減ること無し。風月 必ず賞し、勝区には必ず遊ぶ。澹泊寡欲にして、名利に営々とせず。而して韻事に自適して、以て其の寿き 致す。乃ち余の所謂る祝ふべきの寿きなり【訳文（第一段） 】　
長生きをして耳目身体の健やかな人は、その長寿を祝うだけの価値があ
る。長生きをしていても、耳目身体に病気があっ 耄碌しながらようやく生きているだけという人 いる。これは祝うに価 ない。しかし、摂生に気をつけるのでな れば 長 きと心身壮健とは兼ねることができない。私は、摂生の道について聞いたことがあるが、いちばん大切 は、心を疲れさせないことである。したがっ 、長生きしてしかも壮健な人というのは、名利に汲汲た 人に少なく、澹泊寡欲な人に多い。生命 は強弱長短というものがあるのだから、人はもちろん摂生に気をつけて、無限長寿の境域にまで至らなければならな 。凝洲橋本先生 、今年七十歳で、その壮健なこと、壮年に劣らない。風月は必ず賞翫し 勝景の地には必ず遊ぶ。澹泊寡欲で名利を求めず 風流韻事を楽しんで、長寿を手 入れたこれこそが、私の言う「祝うに価する長生き」である。
【語注】○寿：この語は、論語・雍也第六に見える。 《子曰。知者楽水。仁者楽山。知者動。仁者静。知者楽。仁者寿。 〔子曰く、知者は水を楽しみ、仁者は山を楽しむ 知 は動き、仁者は静かなり。知者は楽しみ、仁者は寿（いのちなが） 〕 。 》論語の中で「寿」の語が現われるの この章だけであり、当時 知識人は、おそらく誰しもこの語から論 のこの章を思い浮かべたのではないかと思われる。本稿でも うした事情に鑑み、 「寿」 「いのちながし」と訓むことにした。因みに 章の朱子の集注には、 仁者安於義理而厚重不遷。有似於山 故楽山。 （中略）静而有常故寿。 〔仁者は義理に安んじ、 にして遷らず 山に似たるも 有り。故 山を楽しむ。 （中略）静にして常有り、故に寿 〕 》とある 蜆北の文章では 恬淡無欲な点に晩翠の健康な長生きの理由を見ているが、それを人格面に帰するという点で、 「仁者」であることとの繋がりが、かすかに底流しているようにも思われる。　
第一段で蜆北は、健康な長生きこそ本当の長生きであること、そのため
には無欲恬淡が望まし こと、晩翠先生が見事にそれにあてはまること、などを述べてい 。神河庚蔵の『阿波国最近文明史料』 （文献①）は、晩翠の壮健ぶり示すものとして、次の挿話を伝える（適宜句点を施した《
 井上不鳴は同郷にして同甲最も深し。つねに曰く用甲の年二人相携て吉野に遊ふ。彼健脚踉
我は蹣跚動もすれは後れて歩せりと。 》 （二二〇頁。
句点引用者）
井上不鳴（一八一二～一八九二）は阿波国の藩医であり と同じく文化九年の生まれであった。蜆北の辞の過褒ならざることが知られる。
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【本文（第二段） 】　
而余常以為長寿固可貴重。而其人無一事業可称。則其寿何益之有。如
八百歳浦島叟者。謂之徒寿亦可也。先生粟国之宿儒。而為吾党之盟主。受先生之指引。以樹立者不少。固非徒寿。誰不願其寿哉。以其精明強固卜之。躋上寿非難也。余之祝先生。自七十始。毎十年一祝之。而将祝之於無疆。【訓読文（第二段） 】　
而れども余常に以為へらく、 は固より貴重すべし。而れども其の人、
一として事業の称すべき無くんば、 則ち其の寿きこと何の益か れ有らん。八百歳の浦島の叟 如き者は、之れを徒らに寿しと謂ふも亦た可也。先生は粟国の宿儒にして、吾が党の盟主為り。 の指引を受けて、以て樹立する者、少なからず。固より徒らに寿きに非ず。誰か を願はざらんや。其の精明強固を以て之を卜さば、上寿 躋るも難きに非ざる 余の先生を祝ふこと、七十自り始めて、十年毎に一たび之を祝はば、而ち将に之を疆り無きに祝はんとす。【訳文（第二段） 】　
しかしながら、私はいつもこう思っている。長生きはたしかに大切だけ
れども、もしそ 人に何の功績もないのなら、そ 長 きはいっ い何の役に立つのだろうか、と。八百歳 浦島の翁のような人は、無駄な長生きと謂っても構わない。晩翠 は、阿波 儒者 老大家であり 私たち儒者仲間の盟主である。先生の指導を受けて一本立ちした者も少くない。言うまでもなく、無駄に長生きしているのではない。そ 長生きを願わ人がいるだろうか。今の壮健さから見れば、 二十歳まで生きることも難しくはな 。私が先生を祝う を、先生 七十歳から始めて、 年に一回ずつ祝えば、無限に祝うことにな 。【語注】○上寿：この語は、嵆康「養生論」 （文選・巻五十三） 見え 。その冒頭は次のような書き出しである。
《世或有謂神仙可以学得。不死可以力致者。或云上寿百二十古今所同。過此以往莫非妖妄者》また、その李善注には次のように言う。《養生経黄帝問天老曰。人生上寿一百二十年。中寿百年。下寿八十年。而竟不然者皆夭耳》 （藝文印書館『文選
 附校異』 、七四一頁。句点引用者）
これに依りつつ、上寿を百二十歳の謂と取ることにした。　
第二段では、功業あってこそ長生きにも意味があること、晩翠先生には
それがぴったり当てはまること、 などを述べる。彼は阿波国の宿儒であり、その薫陶の功もまた炳乎たるものがあるというのである。彼がいかに多くの知友・後輩に慕われていたかは、 『祝 編』自体が、何 りもよくそれを物語る。そこには、岸升一郎のように数学を攻めた者も 祝詩を寄せているからである（文献⑤ 一二三頁） 。【本文（第三段） 】　
夫方今吾粟国文儒学士。歯徳共尊者。先後凋謝。僅存三四人。先生其一。
而文運盛衰之所係焉也。葢文運之盛衰。非天之使然。而由人以盛衰者。亦有之。 儒多則文運自盛。文儒減則文運自衰。故余以先生之長寿。為文運自盛之兆 所以尤喜而祝之也 書為序。【訓読文（第三段） 】　
夫れ方今、吾が粟国の文儒学士、歯徳共に尊き者、先後して凋謝し、僅
かに三四人を存するのみ。先生は其の一なり。而して 運盛衰の焉に係る所也。葢し文運の 衰は、天の然らしむるに非ずして、人に由りて以て盛衰する者も亦た之れ有らむ。文儒多ければ則ち文運自ら盛んに、文儒減ずれば則ち文運自ずから衰ふ。故に余は先生の長寿を以て、文運自ら盛んなるの兆と為す。尤も喜びて之を祝ふ所以也。書して序と為す
一〇八
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【訳文（第三段） 】　
そもそも今の阿波国の儒者学者で、年齢人徳ともに尊い人は、あい前後
して物故し、僅かに三四人を残すのみとなった。晩翠先生はその一人であり、文運盛衰がこの人 係っている。思うに、文運の盛衰は、天運によるのではなくて、人によって盛衰する面もあるだろう。儒者学者が多ければ文運も自然と盛んになるし、儒者学者が減れば文運も自然と衰える。それで私は、先生の長生きこそ 文運隆盛のしるしだと思う。先生の長生きを大いに喜んで祝う もそのためである。ここにそれを記して お祝いの文章とする。　
第三段では、大儒がいてこそ一国の文運が盛り上がること、晩翠先生は
まさしくその人であること などが述べられる。晩翠自身、阿波国の文運を隆盛ならしめることをもって 己が責務と観じていたことがあった。　　
 夫吾藩提封不為褊小。 而以文学顕者。 両手之指可屈。 況名馳海内者。 寥々無聞。是吾輩不得不任其責也。 （ 「不休社文詩稿序」 『晩翠堂文詩稿』巻之一、第二葉）
彼がこのように記したのは万延元年（一八六〇） ことであったが、約二十年を経た明治十四年（一八八一）にあっては、蜆北をしてこ ような讃辞をなさしめるに至ったわけである。　　　
三
 「虎皮説」 ： 『嚶鳴詩文』 （第十集）
　
凌霄文庫所蔵資料に見出される蜆北作品の第三として、 『嚶鳴詩文』第
十集（明治十二年刊）に収める「虎皮説」が挙げられる。　
橋本晩翠の「嚶鳴詩文集序」 （明治十一年二月：晩翠堂文詩稿・巻之一）
によれば、晩翠は、 「不休社」 「可群社」 「嚶鳴社」という三つ 文学結社と関わっていた。 『嚶鳴詩文』は、その嚶鳴社の詩文集であり、凌霄文庫
には、第十 ・ 十一 ・ 十二の三集と先の『祝寿編』との合綴されたものが所蔵されている（注④） 。　
さて、 蜆北の「虎皮説」は次のようなものである（原文では「、 」と「。 」
とが混在するが、すべて「。 」に統一した） 。【本文】　
支那之貴虎皮尤甚。虎皮褥。許名師碩儒用之。而不許白面生徒用之。人
人安其俗習。不以為怪。夫虎皮非不美。而一獣皮耳。不如花毯之艶麗。花毯人 得以為褥 而虎皮則非其人不得以為褥。非拘泥之甚乎。人与鬼孰貴。非人貴乎。褥与褌孰重。非褥重乎 （凝洲曰語語噴飰
〔引用者注 ： 「飰」 は 「飯」
の俗字〕 ） 余聞之。鬼有以虎皮為褌。則為名師碩儒之褥者。鬼得以為褌而為鬼褌者。白面生徒不得以為褥。是非人賎而鬼貴。褥軽而褌重乎 於理益不通也。虎皮与熊鹿諸皮品位相同。固非可比花毯者。不足以為人栄辱故其以為褥為褌。任人 所好而可也 徳川氏之世 晤叟 之世二字刪如何）以虎皮為鞸（注⑤） 高官則不 用 其貴 如此。葢誤於本邦（又曰本邦作在昔如何）信支那之厚。明治維新。人智日開。百弊月改。虎皮亦大減其声価。可謂至当矣。尚有以坐虎皮為栄者 其陋可憫哉 作 説【訓読文】　
支那の虎皮を貴ぶこと尤も甚し。虎皮の褥は、名師碩儒の之を用ゐるを
許す。而れども白面生徒の之を用ゐるを許さず。 人 の俗習に安じて、以て怪しと為さず。 夫れ虎皮は美ならざるに非 しかれども一獣皮のみ花毯の艶麗なるに如かず。花毯は人人得て以て褥と為す。而 虎皮は則ち其の人に非ざれば得て以て褥と為さず。拘泥の甚しきに非ずや。人と鬼と孰れか貴き。人の貴きに非ずや。褥と褌と孰れか重き。褥の重きに非ずや（凝洲曰く、語語噴
飰
） 。余之れを聞く。鬼は虎皮を以て褌と為す有
りと。則ち名師碩儒 褥と為 者、鬼は得て て褌と為す 而れども鬼の褌と為る者、 白面の生徒、 得て以て褥と為さず 是れ人賎しくして鬼貴く、
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褥軽くして褌重きに非ずや。理に於て益す通ぜざるなり。虎皮と熊鹿諸皮と品位相ひ同じ。固より花毯と比すべき者に非ず。以て人の栄辱と為すに足らず。故に其の以て褥と為し褌 為 は、 人人の好む所に任せて可なり。徳川氏の世（晤叟曰く、 「之世」二字、刪るは如何） 、虎皮を以て鞸 し、高官に非ざれば則ち之を用ゐるを得ず。其の虎皮を貴ぶこと此くの如し。葢し本邦（又曰く、 「本邦」 「在昔」に作るは如何）支那を信ずるの厚きに誤れるなり。明治維新より、人智日々に開け、百弊月々 改まる。虎皮も亦た大いに其の声価を減 至当と謂ふべきのみ 尚ほ に坐す を以て栄と為す者有り。其の陋憫むべき哉。虎皮の説を作す。【訳文】　
中国では虎の皮を貴ぶこと、たいへん甚しい。虎皮の褥は、名師碩儒で
あればこれを使ってもよいが、若い生徒はこれを使っ はいけない。誰もがその俗習に安住して、変だとは思わない。そもそも虎 美しくないわけではない。しかし一獣皮に過ぎず、毛氈の艶麗さには及ばない。毛氈は誰でも寝床に敷くことができるのに、虎の皮は特別の人でなければ寝床に敷けない。 石頭も極まったと言うべきで ないだろうか 人と鬼と どっちが貴いのか。人のほうではないのか。褥と褌とどっちが大切なのか。褥のほうではないのか（凝洲曰く、一語一語に噴飯の思いを込めている） 。私は聞いたことがある。鬼 虎の皮を褌にするも があると。つまり 名師碩儒の褥となるものを、鬼は勝手に褌に使ってい 。ところが、鬼 褌となるものを、若い生徒 褥にできない。 だと人間が賎しくて鬼が貴く、褥が軽くて褌が重 ことに らないだろうか。 よいよ って筋が通らない。虎の皮と熊や鹿などの皮と 品位 同じ あるが、もちろん毛氈には及ばないし、人間 栄辱のしるし はならない。だ ら、虎の を褥とするか褌とするかは、人それぞれの好みに任せればよ 。徳川氏の世では（晤叟曰く、 「の世」の二字は刪ってはどう ） 、 鞸（ひざかけ）とし、高官でなければ使うことができなかった。虎皮の貴びよ は こん
な有様だ。思うに、 我が国が（又曰く、 「我が国」は「昔」としてはどうか）中国を信じ過ぎることで間違ったのだろう。明治維新このかた、人智は日ごとに開け、百弊は月ご に改まる。虎皮もまた大いにその声価を落とした。至って当然のことである。それでもやはり虎皮に坐るのを栄光と考える人がいる。憐れむべき見識の低さである。以上、 ついて考えた。　
見られるとおり蜆北は、どこか斜に構えたところのある人物だったよう
である。鬼の褌だって虎の皮ではないかという件りには、思わず吹き出す人もいたのではなかろうか 因みに 諸家の批評は次のようなものである（①②③の番号を私に附した） 。【本文】①
 晤叟曰。議論放縦。打破千古風習。始読頗近詼謔。末叚帰趨于治教。甚得体裁。
②午橋曰。奇思妙想。一読使人失笑。再読使人戒懼 亦是 用之文。③
 凝洲曰。虎死留皮。人死留名。使我文章炳然蔚然如虎文。則為褌為褥。亦不辞也。呵呵。
【訓読文】①
 晤叟曰く、議論放縦にして、千古の風習を打破す。始め読めば頗る詼謔に近きも、末は叚りて治教に帰趨す。甚だ体裁を得たり。
②
 午橋曰く、奇思妙想、一読、人をして失笑せ使む 再読すれば、人をして戒懼せ使む。亦た是れ有用の文なり。
③
 凝洲曰く、虎は死して皮を留め、人は死して名を留む。我が文章をして炳然蔚然虎文の如くならしめば、則ち褌と為り褥と為るも、亦た辞せざるなり。呵呵。
【訳文】①
 岡本晤叟の批評： 「議論放縦で、千古の風習を打破する 始めはたいへ
一一〇
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ん滑稽な感じだが、結局は借りて治教に役立つ。たいへん良い書きぶりだ」
②
 岡本斯文の批評： 「風変わりな考えで、一読して笑いを漏らさずには居られない。もう一度読むと、誡めに満ちている。やはり有用な文章だ」
③
 橋本晩翠の批評： 「虎は死んで皮を残し、人は死んで名前を残す。もし私の文章が、虎皮の模様のように鮮やかで力強いものとなるなら、褌になろうと褥になろうと、別に構わないと思う（笑） 」
　
これらの評は、嚶鳴社社友として 立場からなされたものと思われる。
岡本晤叟（晤室。一八〇八～一八八一）や岡本午橋（斯文。晤叟子息）は、一旦は行文の奇矯さを指摘しながらも結局は有用の文として持ち上げるが、凝洲（晩翠）は諧謔を評するに諧謔を以てする。葢し、蜆北を知ると謂うべきであろうか。　　　
四
 「龍説
　
二」 ： 『嚶鳴詩文』 （第十集・附録）
　
凌霄文庫所蔵資料に見出される蜆北作品の第四 して、同じく『嚶鳴詩
文』第十集に「附録」として収める「龍説
　
二」を挙げることができる。
十二集の 「附録」 には、 柴野碧海 （一七七三～一八三五） や岩本贅庵 （一七九二～一八六三）の作品が見える。あるいはこれも旧作なのかも知れ い。また「二」という以上、 「一」もあるはずだが、未だ見出しえていない。次にその文章を掲げる（句点原文） 。【本文】　
有羽翼者飛矣。有蹄角者走矣。有鰭
者泳矣。是禽獣鱗介之常。四霊中
麒麟之泳。鳳凰之走。神亀之飛。未有
マ
之マ
也。於龍則大小幽冥不測。且多見
於古。而絶不見於今。其有無亦難信 謂之霊乎。抑妖怪矣 而古之豪傑。
如老聃劉秀諸葛孔明。皆龍以比之。是非妖怪視其人乎。実可笑也。今夫屈原以比関羽。陳搏以比文天祥。人誰不笑其妄。非其倫則人以比人。尚不可。而況妖怪乎。葢龍以比豪傑。始於支那蒙昧之世。而後人皆不覚其斤両不均。妄以伝妄也。妖怪如 者。豈可以比人哉。【訓読文】　
羽翼有る者は飛び、蹄角有る者は走り、鰭
有る者は泳ぐ。是れ禽獣鱗
介の常なり。四霊の中、麒麟の泳ぎ、鳳凰の走り、神亀の飛ぶは、未だ之れ有らざる 龍においては、則ち大小幽冥測らず。且つ多くは古に見えて、絶えて今に見えず。其の有無も亦た信じ難し。之を霊と謂はんか。抑も妖怪なり。而して古の豪傑、老聃劉秀諸葛孔明の如き、皆な てを比ふ。是れ妖怪もて其の人を視るに非ずや。実に笑ふ可きな 今夫屈原以て関羽を比へ、陳搏以て文天祥を比へば 人誰か其の妄を笑はざらん。其の倫に非ざれば則ち人以っ 人を比ふるも、尚ほ可ならず 而る況や妖怪をや。葢し龍以って豪傑を比ふるは、支那蒙昧の世に始まる後、 人皆な 斤両均しからざるを覚らず 妄以て妄を伝ふるなり。妖怪、龍の如き者は、豈に 人を比ふべけんや。【訳文】　
羽や翼の有る者は飛び、 蹄や角の有る者は走り、 鰭や
の有る者は泳ぐ。
これが、禽獣魚介の通則である。四霊（麒麟・鳳凰・神亀・ ） うちで麒麟が泳ぎ 鳳凰が走り、神亀が飛ぶというのは、未だかつ 無いことだ。龍の場合は正体不明であり また 多くは古 文献にだ 見えて、今は絶えてそ 消息を聞かない。実在するかどうかも怪しいもの 。これを神聖な存在と称してよいだろうか そうではなくて妖怪である。それな に、昔の豪傑である老子や、劉秀（光武帝）や諸葛亮孔明のような人は、皆な龍でもってその偉大さを譬えている。これはその人を 視す ことにらないだろうか。実に滑稽である。今もし、 あの屈原によって関羽を譬え
那波蜆北の作品四篇
　
――阿部有清・歿後百二十年展への解説補遺を兼ねて――
一一一
陳搏（易を好んだ隠逸者）によって文天祥（自ら死を選んだ南宋末の忠臣）を譬えれば、その出鱈目さを笑わない者があろうか。筋違いだと人間どうしの譬えですら許されない。まして妖怪においてをやである。思うに、龍によって豪傑を譬えるのは、 中国未開の世 始まったのだろう それ以後、誰もその軽重の不釣り合いに気が付かない。出鱈目なままに出鱈目を伝えてきた。妖怪である龍のようなものは、人 譬えるのに使 てよいわけがないのだ。【語注】○陳搏・文天祥：陳搏（ちんたん） 伝は、 『宋書』巻四五七（列伝第二一六・隠逸上）に見える。そこには、 《搏好読易、手不釈巻》 （中華書局版・第三八冊、一三四二一頁）と、そ 易 愛読ぶりが記されて る。他方、文天祥の伝は 同じく『宋書』巻四一八（列 第一七七）に見える彼は剛健な人物であり、 《天祥在道、不食八日、不死 即復食》 （中華書局版・第三六冊、一二五三九頁）といった叙述も見られる。その死 元に捕えられて屈せず 自ら望んだものであ 。蜆北挙例の意は明らかであろう。　
先の「虎皮説」では虎皮尊重の荒唐さを揶揄していたが、こちらの「龍
説」では、龍の正体のいかがわしさを暴露する。ここでも蜆北は、偶像破壊の挙に出ているようである。　
最後に、文章末尾に添えられた伊坂柳処の評を掲げる。蜆北の議論に
恐らく彼も快哉を叫んだのだろう。【本文】柳処曰。論理確実。説破千古之陋習。其快不可言也。【訓読】柳処曰く、論理確実にして、 の を説破す。其の快、言ふ可から不る也。【訳文】伊坂柳処はこう思う：論理が確実であり、大昔からの誤った習慣
を暴き立てている。痛快極まりない。　
伊坂柳処（一八四七～八二）は『嚶鳴詩文』第十集の編集者であったし、
第十一集には序文も書いている。そうした立場から附された評だと言えよう。なお彼は先の橋本晩翠とも交流があり、晩翠には「柳陰深処記」 題する文章もある（晩翠堂文詩稿・巻之一、第一八葉） 。　　　
五
　
附「贅庵詩鈔序」 ： 『贅庵遺稿』
　
冒頭にも記したように、蜆北の「贅庵詩鈔序」は、竹治貞夫氏の『近世
阿波漢学史の研究』 （文献③）に、その前半が書き下し文の形で紹介されているが、全篇には及んでいない。幸い 『贅庵遺稿』 （上・中・下三巻
　
昭和九年
　
岩本復三・刊）は凌霄文庫にも収蔵されているので、ここにそ
の全文を掲げておくことにする。　
岩本贅庵（一七九二～一八六三）は、賀島氏の臣であったが、家を弟に
譲り、儒家とし 、新居水竹（一八一三～一八七〇） ・ 有井進斎（一八三〇～一八八九） ・岡本韋庵（一八三九～一九〇四）などを教えた。蜆北 彼に教わっている（注⑥） 。作品には、遺稿のほかに『白鹿洞掲示図解』がある。　
次に掲げるのが「贅庵詩鈔序」である（便宜四段に分かち、①～④の番
号を附した。①②は竹治氏の区分に従った。③④はそれに続く後半部分である） 。【本文】 （句点引用者）　
①為子弟之模範。矯游惰之風習。使後学晩生有所薫育感化。其任固重。
非有為之気。刻苦之志。耐久不撓者。不勝其任。其人実不易得 往時我粟国書生之風習。所謂南風之所薫。長於游惰而短於刻苦。往往中道而廃不能成其業。
一一二
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②贅庵岩本先生嘗憂之。有矯正其宿弊之志。奮然以刻苦率先子弟。至老
不倦。諄諄善導。化遊惰子弟為刻苦書生者不少。先生於教育可謂得其人矣。先生以経学余力好為詩文。尤長於詩。有三唐之風。晩年東遊。与古賀侗庵野田笛浦諸子相交。討論 益有所悟焉 韋鈔録其係諸子品評之詩若干首以蔵於家。将観先生之刻苦於詩以戒子弟也。　
③当時大岡有鉄復堂翁。富田有 。皆宿徳老儒。譬如剣山津峰屹立於
南北。嗚呼亦盛矣。而先生出於徳川幕府昇平二百余年文学不振之世 不用於時。徒為詩文。非其志。其沈淪与復堂相似 屈於時而伸於詩文 。大概為忿恚怨望之語。先生則不然 詩中未見有不平之意。亦可以見其胸次 大矣。　
④夫以風雅観之。 詩豈玩具哉。 自国家興亡政治得失至人物邪正風俗善悪。
皆可徴於詩。読先生之詩而知其刻苦。観先生之刻苦而知其率先子弟之志乃先生之詩与風雅亦何異其旨趣。韋所以鈔録 重 也。 近年 風一変。専尚繊工。三唐之音響殆絶。或以先生之詩為非時調。軽軽読之者安知其刻苦之一斑。韋固楽為先生言者。故序。

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【訓読文】 〔①②は、竹治貞夫『近世阿波漢学史の研究』 （文献③）二六九～二七〇頁より。③④は訓読田中。甚だ臆面もない次第だが、資料紹介という本稿の性質上やむを得ない仕儀である。ご海容をお願いしたい〕　
①子弟の模範と為りて、游惰の風習を矯め、後学晩生をして薫育感化す
る所有ら使むるは、其の任固より重し。有 の気、刻苦の志、久しきに耐へて撓まざる者に非ずんば其の任に勝へず、其の人実に得易からず 往時我が粟国書生の風習は、所謂南風 薫ずる所、游惰に長じて に短に、往々中道にして廃し、其の業を成す能はず。　
②贅庵岩本先生嘗て之を憂へ、其の宿弊を矯正するの志有り。奮然とし
て刻苦を以て子弟に率先し、老 至るも倦まず、諄々と て善導し、遊惰の子弟を化して刻苦の書生と為す 少なからず。先生の教育に於ける、其
の人を得たりと謂ふ可し。先生は経学の余力を以て、好んで詩文を為り、尤も詩に長じて、三唐の風有り。晩年東遊して、古賀侗庵・野田笛浦の諸子と相交はり、詩文を討論して、益ます悟る所有り。韋、其の諸子の品評に係るの詩若干首を鈔録し、以て家に蔵す。将に先生の詩に刻苦するを観て、以て子弟を戒めんとするなり。　
③当時大岡に鉄復堂翁有り、富田に先生有り。皆な宿徳の老儒なり。譬
へば剣山・津峰、南北に屹立するが如し。嗚呼亦た盛んな かな。而れども先生は、 徳川幕府昇平二百余年 文学不振 世に出づ。時に用いられず、徒らに詩文を為るは、其の志に非ず。其の沈淪 復堂と相似る 時 屈して詩文に伸ぶる者は、大概、忿恚怨望の語 為す。先生は則ち然らず。詩中に未だ不平の意有るを見ず。亦た以て其 胸次の大 るを見る可し矣。　
④夫れ風雅を以て之れを観れば、詩、豈に玩具ならんや。国家の興亡、
政治の得失より、人物の邪正 風俗の善悪に至るまで、皆な詩に徴す可し先生の詩を読んで其の刻苦を知り 先生 刻苦を観て其の子弟に率 する志を知れば、乃ち先生の詩と風雅と、亦た何ぞ 旨趣を異にせん。韋の鈔録して之を重んずる所以なり。而れども近年詩風一変し、専ら繊工を尚び、三唐の音響殆ど絶ゆ。或いは先生 詩を以て時調に非ずと為さん。軽軽として之を読む者、安んぞ其の刻苦の一斑をも知らんや。韋固より先生の言を為ぶを楽しむ者なり。故に序す。

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【訳文】　
①子弟の模範となって游惰の風習を改め、後進や後輩が薫育感化さ る
ようにするというのは、もとより重い任務である 大事業をなし刻苦を厭わぬ志が長続きして止まない人でなければ、その任務 はあたれ い。そういう人は実に少い。かつて我が阿波国の学生の風習は、いわゆる「南風の薫ずる所」であり、 遊びほうけるのに得意で、 苦労するのは苦手であり、ともすれば途中で挫折して、大成することができなかった。
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②贅庵・岩本先生はかつてこれを憂え、その宿弊を正そうとする志を抱
いた。奮然として刻苦して子弟に模範を垂れ、老年に至っても倦み疲れることなく懇切丁寧に指導し、怠け者の弟子 感化して学問に邁進する者に変えた者も少なくない。 先生は、 教育者としてまことに当を得た人物であった。先生は経学を学んだ余力で好んで詩文を作り、とりわけ詩に秀でて、初 ・盛・晩、三唐の風格がある。晩年に江戸に遊び、古賀侗庵や野田笛浦といった諸子と交わって、詩文について議論し、ますます悟得する所が有った。わたくし那波韋は、その諸子の品評を受けた詩の若干首を鈔録 家蔵いる。先生が詩に刻苦するのを観て、 子弟を戒めようと考えたからである。　
③当時は、助任地方に鉄復堂翁（一七七七～一八四三）が居たし、富田
には贅庵先生（一七九二～一八六三）が居た。どちらも人徳玉成の老儒である。譬えて言えば、剣山 津峰山とが南北 聳え立つようなものだ。嗚呼、何と盛んなことであろう。しかし 、徳川幕府の平和な時代が二百余年も続き、文学不振の世に生れた。時に用いられず、徒らに 文を作るのは、本来の志ではなかった。その沈淪するありさまは 復堂先生と似てい 。時流に乗れず詩文にはけ口を見出す者は、えてして、忿恚怨望の言葉を発するものだ。しかし先生 そうではな った。その詩の中に不平の意の有るのを見ることは全く 。そ 心の大きさが分かろうというものだ。　
④そもそも詩経に基づいて考えれば、詩は、決して翫びものではない。
国家の興亡、政治 得失から、人物の邪正 風俗の善悪に至るまで みな詩に照らして判定することができ 。先生の詩を読んでその刻苦を知り先生の刻苦を観 その子弟への垂範の志を知るならば、 の詩と詩経の詩とで、その本旨が違うはずのないことが分かろう。わたくし那波韋が鈔録してこれを重んずるの そのためである。しかし、近年 風ががらりと変わり、 繊細な巧みさばかりが尊ばれて、 唐詩の風格は滅んだに等しい。先生の詩は時代に合わないと思う人もい かもしれない 軽薄 読み方を
する人は、先生の刻苦をほんの一部も知ることはできないだろう。わたくし自身は、もちろん先生の言葉を学ぶのを楽しむ者である。故にこの序を書いた。

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【語注】○中道而廃 ： 論語 ・ 雍也第六に見える。 《冉求曰。非不説子之道。力不足也。子曰。力不足者。中道而廃 今女画。 〔冉求曰く、子の道を説（よろこ）ばざるに非ず。力足らざればなり、と 子曰く、力足らざる者は中道にして廃す。今、女ぢは画（かぎ）れりと。 〕 》朱子 集注では《力不足者。欲進而不能。画者。能進 不欲。謂之画者。如 地以自限也。 〔力足らざる者は、進まんと欲すれども能はず。画する者は、能く進めども欲せず。之れを画ると謂ふ者は、地を画して以て自ら限 が くなればなり〕 。 》と注する。この章 の対応を厳密に考えるな ば、阿波国の書生た は、 （力があるのに自分から見限ったのではなく）本当に実力が無かったのだということになるが、それではやや文意にそぐわ い 率先垂範して自疆勉励の風を根付かせようとしたところに 贅庵の功績を認め讃えようとしているからである。姑くこ は「中道而廃」という言い回しを に借 たものと見ておくことにしたい。　
この文章での蜆北は、先の「虎皮説」や「龍説」とは打って変わって、
きわめて真摯な姿勢を見せている。恩師である贅庵先生に心から敬服いたからこそ、このような文章もまた書かれるのであろう　
なお、 『贅庵遺稿』には、次のような編者の言葉が附されている。
【本文】 （句点引用者）此序獲之於蜆北先生遺稿。葢先生所鈔録者不至上梓。今当刻此集掲之巻首以表先生之志云。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　
編者誌
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【訓読文】此の序、之れを蜆北先生の遺稿に獲たり。葢し先生鈔録する所の者にして上梓に至らざりしならむ。今、此の集を刻するに当りて、之れを巻首に掲げて、以て先生の志を表すと云ふ。
　　　　　　　　　　　
 編者誌す
【訳文】この序文は、蜆北先生の遺稿の中にあった。思うに、先生が書き写したもので、 上梓せずに終わったものであろう こ 印行するに際 て、これを冒頭に掲 先生 遺志を表すのである
　　　　
 編者誌す
　　　
む
　
す
　
び
　
以上、 凌霄文庫所蔵資料に依りながら、 那波蜆北の作品を紹介してきた。
はじめにも触れたように、蜆北の作品は これまで僅か四篇しか残されていないとされてきたが、 に加えるに更に四篇をもってすることができたわけである（注⑦） 。一般 那波家歴代の人たちは自身 作品 版行することが少く、 《その多く 佚亡してしまった 遺憾である》という評言も見られる（竹治貞夫『近世阿波漢学史の研究』文献③ 二七三頁） 。そしてそれは、阿波国漢文学史に思いを寄せる者にとって、感を等しゅうせずにはいら ないものであろう。ここで試みた紹介が、そうした憾みをほんの微少なりとも減ずるもの なり得ているならば幸いである。〔附
 記〕本稿は、本学共同プロジェクト「四国の文学・文化・歴史の研究」に
 よる研究成果の一部である。
注（注①）
 那波利貞（一八九〇～一九七〇）については、文献④で若干の解説を述べている。
（注②）
 「璣」は原文では土偏に作るが、今、私に改めた。
（注③）
 文献⑤（一二三頁）でも、橋本晩翠をめぐる展示資料として、若干の解説を施した。
（注④）
 先にもその一節を引いたように、晩翠には「不休社文詩稿序」 （万延元年：一八六〇：晩翠堂文詩稿・巻之一）と題す 章も存する。この集自体は未見だが、新居水竹の『水竹居詩鈔』 （巻中・二十九葉）には「梅雨五首
　
不休社課題」とあって、四十宮石田の評語
も添えられている。 ってその活動の一端を窺い知ることができよう。諸家の詩文集に見える評言も、そ 多くはこの種の結社における社友が、そ 時々 批評を加えたものの蹤跡ではないかと思われる。阿波国漢文学史研究の一課題として、今後の解明が待たれよう。なお、豊岡茘墩『稼学堂遺稿』 （巻之上 ・ 十一葉）には、『嚶鳴詩文』第二集への序文が見える。 『嚶鳴詩文』については、文献⑤（一二三頁）でも、若干 解説を施している。
（注⑤）
 「鞸」の字は、原文では左のようになっているが、どのような文字なのか見定め難い。
　　　
 やむを得ず今「革」の部の中から形が似ていて且つ意味 通りそうな文字として「
鞸
」を選び、姑くこれに宛てることにした。意
味は「ひざかけ」である（大漢和） 。また、 蜆北の述べている 鞸」尊重の風習が、具体的にど ようなものであったかについても未考である。
（注⑥）
 竹治氏は、那波利貞の次の文言を引いて《長じて大阪に遊学し、小竹塾に学んだことがわかる》とされ 文献③、二六八頁） 。
　　　
 《父は大阪の篠崎小竹の塾で勉強しまして、二十五で大体卒業しま
した》 （那波利貞／貝塚茂樹／日比野丈夫 学問 思い出」 『東方学』三六号
　
一九六八）
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 『贅庵遺稿』には、蜆北が大阪に発つのを送る詩が見える（ 「送蜆北奥君遊学浪華」中巻・五三葉） 。
　　　　
学継箕裘祖業余
　　
浪華城外好遊居
　　
君家先子有遺沢
　　
私淑人伝帳秘書
　　
 蜆北が奥君と呼ばれるのは《初代魯堂の弟で大阪の奥田家を継いだ元継の孫善之助の三男》 （文献③、二六八頁）だったからである。
　　

　（注⑦）
 国立国会図書館のデジタルコレクションには、次の書物が画像で公開されており、蜆北の「泛舟檄」という文章の書き下し文を見ることができる（第三九～四〇コマ） 。
　　　
・滝川昇編『和漢文格評林：纂註上』 （一八八四）
参考文献①
 神河庚蔵『阿波国最近文明史料』 （一九一五〔復刻版
 一九七三
 臨川書店〕
引照は後者による）
②河野太郎『阿波画人名鑑』 （一九六八
　
徳島県教育会）
③竹治貞夫『近世 漢学史の研究』 （一九八九
　
風間書房）
④
 田中敏生「武田丑太郎・歿後百年展に寄せて―展示資料の解説を中心に―」 『凌霄』二一号（二〇一八
　
四国大学附属図書館）
⑤
 田中敏生「武田丑太郎・歿後百年展関連企画：阿部有清・歿後百二十年展に寄せて」 『四国大学紀要』 （人文）五〇号（二〇一八）
 （田中敏生
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